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研究成果の概要（和文）：　研究期間前半では、近世ロシア国家最初の全国法典である『1649年会議法典』の翻訳・解
釈を行い、そこから得られた知見を基に前近代ロシア社会の問題を浮き彫りにした。研究期間後半では、ロマノフ朝成
立に至る過程を調べる上で欠かせない『聖三位一体修道院の包囲についてアヴラーミイ・パーリツィンの物語』の翻訳
・解釈を、16・17世紀ロシアの社会や法制度への影響についても研究することを視野に入れながら行った。なお、2013
年はロマノフ朝成立400周年に当たっており、ロシア国内では多くの研究成果が現れている。われわれの研究はまさに
そうした動きの延長線上にあるといえる。　

研究成果の概要（英文）：     The aim of our study is to translate and explicate Sobornoe Ulozhenie of 1649
 or the Low Code of 1649 and "The Tale of Avraamy Paritsyn about the siege of the Trinity St.Sergius monas
tery". Sobornoe Ulozhenie consolidated the Russian slaves and peasants into a new serf class and establish
ed the social order at the beginning of 17th century. "The Tale of Avraamy Paritsyn" described the siege o
f his monastery between 1608 and 1610 by Polish forces,
the liberation of Moscow, and the process of electing Mikhail Fedorovich
Romanov as tsar, the end of the conflict with Poles and so on. Bothe of two documents are important and ne
cessary to understand the arussian pre-modern history around the Smuta or the Time of Troubles before the 
rise of the Romanov dynasty. We already published the results of our research work inbulettin.  
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1、研究開始当初の背景 

『会議法典』の研究の準備作業として、す

でに研究代表者・分担者たちはすでに 2002

年より毎月 1 回のペースで東京を中心に開か

れている研究会で翻訳・検討作業を着実に続

けてきた。成果の一部は中澤敦夫・吉田俊則

「『1649年会議法典』翻訳と注釈（1~5）」『富

山大学人文学部紀要』43～50号、2005～2009

年として公刊してきた。以上を背景に本研究

を開始したため、研究開始当初、準備も整っ

ており、困難なくほぼ順調に研究を遂行する

ことができた。 

 

2、研究の目的 

（1）近世ロシアの体系的法文典である『1649

年会議法典』（以下『会議法典』と略記）研究

を活動の中心に据えながら、同時に、この法

典が成立するまでの 11~17世紀にいたるロシ

アの諸法典・法律文書の歴史的展開について、

法制史のみならず、政治、経済、社会、宗教、

民俗の側面から当時の社会状況を明らかにす

ることを目的とした。先行の諸法典ならびに

関連史料に関する研究を視野に入れることに

よって、中近世ロシア成文法の集大成として

の『会議法典』ならびに隣接する近世諸史料

の歴史的な意義を多角的に明らかにすること

を目指した。 

（2）次いで、『会議法典』から得られた知見

を基にして前近代ロシア社会の問題を浮き彫

りにすることを目指した。そのために、『聖三

位一体修道院の包囲についてアヴラーミイ・

パーリツィンの物語』（以下『物語』と略記）

の解釈・翻訳を通して、この『物語』が書か

れたロマノフ朝成立前夜の社会状況の一端を

明らかにすることを目指した。 

 

3、研究の方法 

（1）月 1回の定例会で、研究代表者・分担者・

協力者による合同での史料の翻訳・解釈を行

った。一方で研究分担者・協力者は、各自史

料研究を進めた。 

（2）史料研究を進めるにあたり、必要な史・

資料の購入・複写により資料の収集を図った。 

（3）史料収集のため、またロシアにおける研

究成果をいち早く本研究に反映するため、研

究代表者・分担者をロシアに派遣した。 

（4）研究の成果を総合するために合宿を行っ

た。 

 

4、研究成果 

（1）『会議法典』についての翻訳と解釈につ

いては中澤敦夫・吉田俊則「1649年『会議法

典』翻訳と注釈（7・8）」『人文学部紀要』（富

山大学人文学部）54・56号、2011・2012年

として刊行した。 

（2）『物語』についての翻訳・解釈・そのほ

かの成果については中近世ロシア研究会編

『アヴラーミイ・パーリツィンの『三位一体

セルギイ修道院包囲についての物語』翻訳と

資料』および同会編『中近世ロシア研究論文

集』2014年として刊行した。 

（3）広く歴史学界にその成果を知らしめるべ

く、第 64回西洋史学会大会（於立教大学）で

シンポジウムを組織し報告した。 

（4）適宜、ウェブサイト上に成果を公開した。 
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